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【 略 歴 】 

千葉県出身 

東北大学大学院修了後、情緒障害短期治療施設にセラピストとして勤務。その後、山梨大学

教育人間科学部に着任し、現在は大正大学人間学部臨床心理学科教授、公益財団法人日本ダ

ウン症協会代表理事。公益社団法人日本発達障害連盟理事。日本子どもの虐待防止学会評議

員。全国心身障害児福祉連盟評議員。 

【 著 書 】 

・『瞬間をかさねて 「障害児」のいる暮らし』ひとなる書房 1994 

・『<子どもの虐待>を考える』講談社現代新書 2001 

・『学校現場で役立つ子ども虐待対応の手引き 子どもと親への対応から専門機関との連携まで』

明石書店 2007 

・『ふしぎだね!?ダウン症のおともだち 発達と障害を考える本』ミネルヴァ書房 2007 

・『特別支援教育のプロとして子ども虐待を学ぶ』学習研究社 2009 

・『発達障害の子どもたちと保育現場の集団づくり 事例とロールプレイを通して』 

かもがわ出版 2009 

・『ダウン症のこどもたちを正しく見守りながらサポートしよう!』日東書院本社 2012「 

・『本当はあまり知られていないダウン症のはなし』LD 協会・知識の森シリーズ 2015 

・『エピソードで学ぶ 子どもの発達と保護者支援』明石書店 2018 

他 

（共著） 

・『発達障害白書 2020 年版、2019 年版、2018 年版、2015 年版、2014 年版、2013 年版、2011

年版、2010 年版』明石書店 

・『公認心理師現任者講習会テキスト 2018 年版』 金剛出版 

・『教育の最新事情がよくわかる本 3』 教育開発研究所 2016 

・『心理臨床講義』 金剛出版 2015 

  他 
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K.TAMAI  Taisho.Univ.

公益社団法人日本発達障害連盟主催
令和２年度　支援者を伸ばすオンライン実践セミナー【初級】

2021.1.15～30
玉井邦夫（大正大学）

家族システムの理解と
事例検討の重要性
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K.TAMAI  Taisho.Univ.

発達支援と保護者支援
～障害受容／子ども受容の重要性～

子どもの発達支援と保護者支援：本質的には異なる営み
２つの「支援」が一致する前提条件

《子どもが登るべき発達の階段のありか》について、
保護者と支援者が一致している＝

見通しを示す

踊り場で励ます

障害受容の躓き
虐待的な養育

子どもの発達支援は絶対的な「前提」→織りなし
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家族システム 
～「ひとまとまりの生き物としての家族」を見る視点～
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役割の適合性

コミュニケーションの 
相互性

世代間境界の運用

世代間境界の継承

親子相互作用
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K. TAMAI   Taisho.  Univ.

親子のキャッチボール
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K.TAMAI  TaishoUniv.

障害受容・子ども受容

喪　失 障害受容は「加算」ではない（時間）
障害は「喪失」ではない

否認・怒り 診断の拒否と心理的ひきこもり
「普通になればいい」というスパルタ

絶　望　 あきらめとネグレクト
表面的な「受容」による過小評価

「適応」 「保護者」をアイデンティティとしてしまう状態
支援の排除による囲い込み

　障害受容への支援は、具体的な「うまくいく方法」
として課題設定されていること（支援の操作的定義）

ただし、受容とは波状に続く終わりのない課題
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「受容」の土台を築く

親子関係は「同い年のキャッチボール」 
「能力」から「やり方」への語りの転換 
メカニズムを説明するコミュニケーション力 
「どこへ行きたいか、どうなりたいか」：行動目標 
「目標」と「やり方」のすりあわせ

　「受容」を促す支援とは、「悟り」への導きだけ
ではない。操作的に定義された具体的な「成功体
験」の蓄積が必要。それが、相手に水準を合わせる
という心理機能の練習になる。
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発達障害・知的障害の理解①
～適応に必要な情報の処理という側面から～
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発達障害・知的障害の理解②
～「濃度」という側面から～

ほとんど
誰とでも
うまくいく

ほとんど誰とも
うまくいかない

しばしば失敗するだいたいうまくいく

濃度」という側面か

しばいく

相手による

リスク

「原因」のありか

個人 個人関係
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発達障害・知的障害の理解③
～「リスク」という側面から～

「発達障害」とは「リスク」
能力の偏り、得手不得手、好き嫌い、それは誰にでもある
ただし、それを「個性」と括って済ませるにはあまりにもリスクの高い人た
ちが存在する
リスクは、単純な能力の高低や診断名では決定されない
リスクの克服を本人努力にのみ頼ることは、むしろ将来的な社会的コストを
引き上げてしまうこともある
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K.TAMAI  Taisho.Univ.

認知の地図という考え方
～支援の基盤・事例検討の重要性～

人間は、一人ひとりすべて違う「認知の地図」を作る。
一人ひとりの地図ができあがっていくときには、ある程
度共通した「でき方」がある。
共通の「でき方」が、私たちに「考えなくてもわかる」コミュニ
ケーションの基盤を提供している。

それでも、その「でき方」は、経験を積んでいくごとに
どんどん「その人オリジナル」になってゆく。
人間は、いつでも自分の地図の上で困る。
発達障害をもつ人の多くは、ルールを「超越性」として呑み込む
子どもの地図が理解できなければ、保護者は苦しむ。
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さまざまな「ずれ」への配慮
対応するのは「保護者の不安」か「子どもの実態」か
「能力」から「やり方」への転換を図る
保護者の時間軸
きれいな名詞には気をつけること。名詞化されたプロセ
スに引き戻す
目標は「保護者自身の行動」に設定されているか
「困り」を訴えているのはどの家族内役割なのか
「障害児の親」に関する文化的バイアスの存在
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佐々木 寛子（ささき ひろこ） 
作業療法士、発達支援コーチ、介護支援専門員 
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【 略 歴 】 

作業療法士になり 22年目。精神科の作業療法、老年期の作業療法、身体障害の作業療法を経

て、発達障害の作業療法を行って 8年目になります。仙台市の発達相談支援センター、被災地

の専門職派遣事業、重症心身障害児の放課後デイサービスを経験し、現在は、多賀城市の児童

発達支援センター、気仙沼市の多機能型施設（児童発達支援・放課後デイサービス・日中一時

支援・ショートステイ・生活介護）、宮城教育大学付属の幼稚園・小学校・中学校の気になる

子の支援、株式会社グッジョブ仙台（就労支援センター、インフォーマルサービスで発達学習

支援塾）に勤務しています。 

【 学会発表 】 

宮城作業療法士協会学会 

「作業療法士になって 1年目の考察」 

全国作業療法士協会学会 

「高齢者ケアにおける医療事故対策～リスク把握（報告）という視点での検討」 

「認知症高齢者と家族への虐待防止のための介入」 

「音楽活動を用いた作業療法の実践」 
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感覚と脳の機能について 

～寝つきが悪い・じっとしていられない・姿勢が悪い・不器用～ 

原始的な反応が強いと、脳は扁桃体で快、不快を感じ、この人は敵か、味方か。自分にとっ

て害があるのかないのか。逃走か闘争かを瞬時に判断します。延髄を通り交感神経を働かせ

るように脳下垂体へ信号を送り、副腎刺激ホルモン糖質コルチコイドを分泌させます。戦う

ホルモンを出し続けると、体が炎症反応を起こし、力を抜けないリラックスできない体にな

っていきます。フラッシュバックは、扁桃体に記憶固定の働きがあり恐怖を感覚とともに記

憶するのも一つの要因だと思います。

自律神経には、交感神経（興奮）と、副交感神経（リラックス）があり、動眼神経、顔面神

経、舌咽神経、迷走神経は副交感神経です。リラックスが上手く働かないと、目の動きが悪

い、表情が読み取りにくい、ゆっくり味わって食事が出来ない、消化系の弱いなどの症状が

出てきます。発達障害の子の多くが、自律神経のバランスが上手に機能していません。リラ

ックスできない体が当たり前になる前に支援していくことが大事だと感じます。 

① 呼吸、②感覚、③動きと姿勢の順番に説明していきたいと思います。

① 呼吸を整える事は発達の土台です。呼吸筋は、頭から臀部までの筋肉を使います。最近

口呼吸する子が増えています。口呼吸は浅い呼吸になり過呼吸になりやすく、交感神経を高

めます。菌が入りやすくなります。鼻呼吸は深い呼吸となり、副交感神経を高めます。スト

レスに立ち向かえる体になります。菌が入りにくいです。呼吸動作で、鼻呼吸をする場合は

上あごに舌がついています。ADHD のお子さんは、瞬発力はありますが、持久力がないこと

が多く、自閉症のお子さんは、持久力はありますが、瞬発力がないことが多いです。瞬発力

を使う、風船を膨らませること、持久力が必要な、ふきもどしや楽器を吹くことなど、呼吸

遊びを様々考え取り入れていきましょう。

② 感覚、触覚の受容器は皮膚で、主な働きは、情緒の安定、触覚防衛、識別、身体地図の

把握などがあります。正常な触覚は、温かい、硬いなど触ったものを識別するセンサーを持

ち、危険な時に、瞬時に命を守る原始的なセンサーに切り替わります。（蜘蛛を振り払うな

ど）しかし、触覚過敏がある子は原始的なセンサーが常に働き、扁桃体が不快と感じ続けて

しまいます。その状況が四六時中続くことで、識別するセンサーが働かず、経験不足となっ

てしまいます。過敏があることで、親の愛情を受け取る事や、親に愛情を伝える事が難しく

なります。そのため、人に触ってもらうと気持ち良い、安全と肌で感じる事がとても大事で

す。過敏の強いお子さんの運動評価を行うと、背中や、仙骨など体の背面を触ると過敏が出

ないことが多く、一定の圧をかける、程よく揺らすと気持ち良さを感じ、副交感神経が働

き、眠気が出てくることが多いです。

前庭感覚の受容器は、三半規管や耳石器で、種類は、身体の揺れや傾き、重力、スピードを

感じる感覚です。主な働きは、覚醒の調整、情緒の安定、抗重力姿勢、バランス、眼球運動

を発達させるのに必要な感覚です。過敏な子は、揺れに対して強い拒否があり、鈍感な子

は、常に体を動かし続けます。運動評価の中に、回転後眼振がありますが、鈍感な子は、回

転させても目がまわる反応が出にくいです。動いても脳の中では動いていると認知されず、

バランスを崩す感覚も分からずに、転んでびっくりすることもあり、いくら回っても目がま

わらないことは、眼球運動の育ちにくさにもつながります。作業療法士の相談の中で、揺さ

ぶられっ子症候群のニュースを見て、3歳になっても揺らさないように気を付ける親御さん

が多い時期もありました。お父さんに抱っこされて、高い高いや飛行機ブーンは楽しい活動

で交感神経が優位になり、お母さんに抱っこされて、一定の優しいリズムでのトントンする
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揺れは、副交感神経が優位になり、心地よく眠る体験を繰り返し、様々な揺れ遊びを体験す

ることが幼児期は特に大事です。 

固有受容感覚の受容器は、筋肉と関節です。種類は、身体の位置、動き、力の入れ具合を感

じる感覚です。主な働きは、覚醒の調整、情緒の安定、力加減、運動コントロール、抗重力

姿勢、バランスなどです。過敏のお子さんは、関節や筋肉を動かすことを拒否し、鈍感なお

子さんは、関節や筋肉を動かしても感じにくいことが多く、おしっこがたまる膨満感、おし

っこが空になった感覚が感じにくかったり、おもちゃを壊すことが多かったりし不器用と呼

ばれることが多いです。 

③ 姿勢では、ストレートネックや、巻き肩、猫背になると頭痛、腰痛、不器用、便秘、消

化不良など身体症状が多く出てきます。うつぶせはリラックス姿勢です。深い呼吸、循環が

上がる、基礎代謝が上がるなど効果があります。

手の巧緻性については、見つめ続ける、動いたものを見つめ続ける。体幹が安定している、

肩甲骨が安定している、上腕の安定、前腕の安定、前腕がねじれる事、握り続ける、手首の

安定と動き、全指の安定性と、親指と人差し指と中指の動作性が必要になります。公園での

遊具遊びやダイナミックな遊びを繰り返し行い、制作遊びが楽しめる体を育てていきましょ

う。 

集団の発達について 

～母子の愛着関係から～ 

母が妊娠した時から母と子の関係が始まります。「程よい母」との関係が、愛着・基本的信頼

関係を育てます。父との三者関係の始まりは、生活の基本となる集団の始まりで、家族が「程

よい環境」として働くと、自立を支える基盤となります。並行集団は 1 歳半から 2 歳あたり

で、母から離れて一人遊びが出来るようになり、他の子が遊んでいるおもちゃが楽しそうに見

え、おもちゃの取り合いになります。他者との適切な距離の学びの芽生えです。 

短期課題集団は 2 歳から 4 歳で、ごっこ遊びが始まります。集団遊びを通して人は自発性が

育っていきます。ごっこ遊びはメタ認知機能の成立と関連が深く、幼いときの自然な仲間との

遊びの欠如は成長過程の欠如になり未熟な対人関係につながり、メタ認知の育ちの悪さが発

達障害の子に多く対人関係の支障につながります。 

終わりに、感覚の過敏や鈍感さが幼少期に和らぐと対人関係に広がりが出てきます。子供の理

解者が増えると、子供たちの笑顔が増えます。成人期に、ストレスに負けない体を作るために

は、幼少期のかかわりがとても大事になります。 
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権利擁護は言葉としてはその必要性は理解できるが、どのように実践されているのかは見えにくい
部分があります。近年、成年後見制度利用促進法の下で、全国に権利擁護支援の拠点作りが「中核機
関」と「地域連携ネットワーク」という形で進められています。 
そうした中、この DVD では様々な実践、地域のそれぞれのニーズに対応している先駆的な取組み、

権利擁護支援が必要な人の状況とその支援ニーズにこたえる取組み、方法としての成年後見制度の活
用、そして共に地域で自分らしく暮らすことを支える支援の取組み等 5 つの実践を紹介します。 

【内容】 

Episode:１ 重症心身障害者のちえさんの場合(7 分） 

Episode:２ 認知症高齢者の秋山さんの場合(3 分） 

Episode:３ 知的障害のある A さんの場合（6 分） 

Episode:４ 知的障害のある杉江さん「きょうだい」の場合(4 分） 

Episode:５ 精神障害のある谷さんの場合(4 分） 

 

 

【発達障害を疑う前に】 
うちの子はことばが遅い……という漠然とした不安に加え、１歳６ヵ月健診、３歳児健診でこと

ばの遅れを指摘され、不安な気持ちに拍車がかかっていないでしょうか。誰にも相談できず、自分
のせいではないか、と心を痛めている人も多いようです。 

また、「発達障害」への関心が高まるにつれ、ことばの遅れをすぐに発達障害と結びつけるケー
スも増えています。原因探しに奔走し、発達障害の診断を急ぎ過ぎる傾向もみられます。そもそも
子どもの発達過程には個人差があり、ことばの成長にも個人差が大きく影響します。とくに１～３
歳ぐらいの子どもは、発達過程での個人差がとても大きく、ことばの遅れだけで発達障害を診断す
ることは困難です。

本書では家庭での働きかけの大切さとともに、「ことばをはぐくむ接し方」や、発語の土台とな
る「感覚遊び」など具体的な方法を紹介、「ことばの遅れ」をどう受け止め、子どもとどう向き合
い、どのように働きかけたらよいかをお伝えします。 

【本書の内容構成】 
プロローグ／自分を責めないで。発想を変えてみよう 
１／「ことばの遅れ」ってどういうこと？ 
２／接し方を変えてことばを育てよう 
３／感覚遊びを発語につなげよう 
４／特性をとらえ子どもの幸福感につなげよう 

イラストが多く使われており、とてもわかりやすい一冊です！

～ネットワークを駆使した地域での取組み～ 

【監修】上田 晴男（一般社団法人支援の思想研究会理事長） 

形式: DVD 時間：26 分 
定価：22,000 円（税込） 
2021 年 8 月製作 

接し方で子どもは変る 

【著者名】古荘 純一（青山学院大学 教授・日本発達障害連盟理事）

発売日：2021 年 08 月 26 日 
定価：1,540 円（税込） 
判型：B20 取 頁数：102 頁 

発達障害の理解、啓発に役立つ 新刊ＤＶＤ・書籍のご紹介



連盟書籍 
販売サイト 

特集 1 では、新型コロナウイルスがもたらした多様な影響を扱う。発達障害児への心理的影

響、教育現場や社会の変化、障害者福祉施設の状況、地域福祉の課題等を取り上げる。特集 2

では、少子化問題を障害者福祉の観点から考察する。 

◆第 1 部 特集
1 新型コロナと多様な影響 
 Section1 コロナ禍における教育と社会 Section2 コロナ禍と地域福祉の状況 
2 少子化とその対応 

◆第 2 部 各分野における 2020 年度の動向
第 1 章  障害概念 

第 2 章  医療 

第 3 章  子ども・家族支援 

第 4 章  教育：特別支援学校の教育 

第 5 章  教育：小・中学校等での特別支援教育 

第 6 章  社会参加 

第 7 章  住まい 

第 8 章  地域での暮らし 

第 9 章 労働 

第 10 章 権利擁護／本人活動 

第 11 章 文化・社会活動 

第 12 章 国際動向 

◆第 3 部 資料
1 年表 
2 統計 

 3 日本発達障害連盟と構成団体名簿 
あとがき 

DVD・書籍【ご注文書】お申込 FAX：03-5814-0393 E-mail：book@jldd.jp 
下記ご記入の上、FAX にてお送りください。E-メール、ホームページからのご注文も可能です。 

DVD・書籍名 
販売価格 

(税込) 注文数 

権利擁護と成年後見 22,000 円 

ことばの遅れが気になるなら 1,540 円 

発達障害白書 2022 年版 3,300 円 

お申込み者名 

※日本発達障害連盟の賛助会員は５％割引 会員（ 有・無 ） 

送料及び 

振込手数料 

※DVD ご購入の場合、送料無料

※振込手数料は注文金額が

\10,000 以上の場合、連盟で負担

させていただきます 

お届け先住所 
〒 - 

請求書宛名 
（お申込み者名と異

なる場合、ご記入下

さい） 

電話 

お支払い方法：郵便局の振込用紙を同封いたします。ホームページからもお申込みいただけます。 
請求書に記載のゆうちょ銀行、三菱 UFJ 銀行もご利用いただけます。 
ホームページからのご注文の場合、クレジット決済もご利用いただけます。

【編集】（公社）日本発達障害連盟

発売日：2021 年 09 月 15 日 
定価：3,300 円（税込） 
判型：B5 頁数：216 頁 

公益社団法人 日本発達障害連盟 
〒114-0015 東京都北区中里 1-9-10-402  TEL：03-5814-0391  

URL: http://www.jldd.jp/ 
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